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第２回横浜市水道料金等在り方審議会の開催について 
 

 平成 30 年４月１日に設置しました「横浜市水道料金等在り方審議会」につきまして、第２回審

議会を開催し、現行料金体系が抱える課題についてご審議いただきましたので、当日の資料及び各

委員からいただいた意見をご報告します。 

 
１ 開催日時等 

  日 時：平成 30年８月３日（金） 

       午後２時から４時まで 

  会 場：横浜市水道局 10階会議室 

  出欠席：全委員（９人）出席       

                          

２ 議事内容【別冊資料 参照】 

第１部「これまでの料金収入の推移について」 第２部「現行料金体系の課題について」 

(1) 水需要と水源開発 

(2) 神奈川県内広域水道企業団の役割   

(3) 給水量などの推移 

(4) 今後の人口予測と世帯構成の変化 

(5) 水需要構造の変化 

(6) 横浜市の料金体系の変遷 

(7)  財政状況の推移 

(1) 料金体系の仕組み 

(2) 逓増度 

(3) 基本料金、基本水量 

(4) 他都市の料金体系 

(5) 横浜市の料金体系上の課題 

 

 

３ 横浜市の料金体系上の課題に対する各委員からの主な意見 

(1)  課題①「基本料金・従量料金の割合」に関する意見（別冊資料 P24下段） 

〇 今まで蛇口から出ている水の量に応じて料金を支払っているという意識であったが、実際

は、水道水を供給している施設にお金を払っていることがわかった。水道利用者はこの事実

を知らない方が多いと思うが、もっと PRすべきではないか。 

〇 供給者側、使用者側両者が意識を変えて、インフラを維持するためには固定費がかかって

いて、これを基本料金で負担すべきということを周知していく必要がある。 

  〇 これまでの水道料金を取り巻く状況、利用者のライフスタイルが変化する中で、用途別の

料金体系を採用していくことは限界だと感じている。 

   

(2)  課題②「基本水量と節水努力」に関する意見（別冊資料 P25 上段） 

〇 今までは、公衆衛生の観点から基本水量という制度があったが、その役目はおおむね終わ

っていると考えられる。他の大都市をみても、基本水量を廃止している事業体が多くなって

きている。 
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(3)  課題③「逓増度と多量使用者への依存」に関する意見（別冊資料 P25下段） 

 〇 多量使用者ほど料金単価が高くなるということは、水道使用量の低減のために、節水機器

に投資する行動につながってしまうと考えられる。 

〇 現在の料金体系では、少量使用者に対して多量使用者が大変な負担を負っているが、ビジ

ネスの視点から考えれば、逓減型の料金制度を採用するのが一般的と考えられる。 

 〇 未来に向けて水道が脆弱にならないためにはどのようなコストが必要で、どのように負担

したらよいのか、議会や市民が納得する形で考えていくことが必要。 

 

(4)  課題④「逓増度と料金収入」に関する意見（別冊資料 P26） 

〇 これからの課題は、開発して余裕のある水をいかにたくさんの人たちに使っていただくか

という点にある。加入金も、大口利用者の逓増度にも共通して言えることだが、横浜市に来

れば水質のよい水をふんだんに使えるので、どんどん水を使ってくださいというように、競

争力のある料金体系に転換すべき時代に入っている。 

  〇 耐震補強した管に優先的に交換してもらえたり、高付加価値な水道を提供してもらえたり

すれば、企業はもっと料金を支払うと思う。 

〇 今後は設備投資が必要で、災害が起きた際に被害が出ないようにするためには、改定はや

むを得ない部分がある。しかし、水道は需要の価格弾力性が低く、料金を上げたから需要量

が下がるという性質のものではない。水道がないと生きていけないのだから、簡単に料金を

上げてよいとするのでは市民が納得しないのではないか。 

 

４ 審議会の開催実績及び予定 

  審議会は全８回開催し、平成 31年９月頃に答申をいただく予定となっています。 
 開催日 審議内容 常任委員会への報告 

平

成

30

年 

第１回 ５月 ７日 
横浜市水道局の概要及び課題への取組

について 
５月 31日 

第２回 ８月 ３日 現行料金体系が抱える課題について ９月 28日 

第３回 10月 22日 （開催予定） 
12月常任委員会 

（予定） 
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第２回横浜市水道料金等在り方審議会 

議事次第 

 

日時 平成 30年８月３日（金） 

  14： 00 ～  16： 00  

場所 横浜市水道局 10階会議室 

 
 

１ 開 会 

 

２ 議 事 

（1） これまでの料金収入の推移について 

（2） 現行料金体系の課題について 

（3） その他 

 

３ 閉 会 

 

 

 

 

【配布資料】 

資料１ 委員名簿 

資料２ 現行料金体系が抱える課題について 
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第２回横浜市水道料金等在り方審議会　席次表

石井副会長 滝沢会長

椿委員

濱田委員

宮崎委員

森委員

岩佐委員

岩室委員

小泉委員

報 道 関 係 者 席 （動 線）

報

道

関

係

者

席

スクリーン

受付

スクリーン

プロジェクター

プロジェクター

出入口（１か所）

記

録

事 務 局 席

関係者席 傍 聴 者 席
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（50⾳順 敬称略）

⽒  名  分  野 所  属

石井　晴夫
イシイ   ハルオ 経営学 東洋大学　経営学部　教授

岩佐　朋子
イワサ   トモコ 経営学 横浜市立大学　国際総合科学群人文社会科学系列　准教授

岩室　晶子
イワムロ  アキコ 利用者

（市民）
特定非営利活動法人I Loveつづき　理事長

小泉　明
コイズミ  アキラ 水道技術

（都市基盤環境）
首都大学東京　都市環境学部　特任教授

滝沢　智
タキザワ  サトシ 水道技術

（都市工学）
東京大学大学院　工学系研究科都市工学専攻　教授

椿　愼美
ツバキ チカミ 会計 公認会計士

濱田　賢治
ハマダ    ケンジ 利用者

（事業者）
株式会社ホテルニューグランド　代表取締役社長

宮崎　正信
ミヤザキ  マサノブ 水道政策 一般社団法人　日本水道工業団体連合会　専務理事

森　由美子
モリ   ユミコ 経済学 東海大学　政治経済学部経済学科　教授

横浜市水道料金等在り方審議会委員名簿
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